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TOWN TOPIX

夏の伝統行事　ナゴシドン
　8月 14 日、岸良海岸にて、平田神社の夏の伝統行
事「ナゴシドン（夏越祭）」が行われました。ナゴシド
ンは、岸良地区で 600 年にわたり受け継がれてきた、
地域安泰と五穀豊穣を祈願する伝統行事です。
　今年は浦安の舞が坂田 りんさん（岸良学園 8年）と、
篠原 実緒さん（鹿屋東中 1年）の２人によって奉納さ
れ、多くの人が見守る中で舞を披露しました。
　最後は、半年の穢れをはらい、新たな気持ちで半年
を迎えるための茅縄（ちなわ）くぐりが行われ、集まっ
た人々が砂浜を歩き、神事は無事終了しました。

高山流鏑馬令和 8年度射手に　永野 公
こうた

大さん
　毎年 10月に本番を迎える高山地区の伝統行事「高山流鏑
馬」。今年の射手は、高山中学校 2年生の永野 公大さんです。
　公大さんは空手部に所属し、全国大会に出場する実力を持
つスポーツ少年です。２年前の射手、武田 創さんとは同じ空
手道場の先輩後輩関係である事から、間近に射手の存在を感
じながら過ごしてきました。今回、射手の候補者がなかなか
見つからないと聞き、「肝付町の伝統を絶やすわけにはいかな
い」と覚悟を決め、大役を引き受けました。
　8月 12 日に、高山流鏑馬保存会が正式依頼のために射手
宅に訪問した際には、「まずは馬との信頼関係を築きたいです。
そして神事を成功させて、伝統を繋いでいきたいです」と意
気込みを語りました。 ▲左から高山流鏑馬保存会 吉松会長、

　　　　永野 公大さん、父親の浩章さん

▲ナゴシドンのつなぎ手実行委員会のみなさん

▲舞手の 2人は岸良にゆかりのある中学生で今回が初挑戦 ▲ナゴシドンを締めくくる茅縄くぐり
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　9月 13日、内之浦漁港にて、「えっがね、えーがね！
＆地魚発掘イベント」が開催されました。
　当日の特設会場では、朝早くから内之浦の海の幸を求
めて多くの人でにぎわいました。最初にHula スタジオ 
Lopi によるオープニングステージ「フラダンス」が披露
された後、様々な催し物がスタートしました。特にえっ
がねの量り売り、とれたて鮮魚の直売や抽選会などが大
盛況で長蛇の列ができていました。
　主催のえっがね祭り実行委員会だけでなく、肝付町観
光親善大使の（仮）たろうさんや楠隼生ボランティアの
皆さんらが大いに盛り上げ、会場は笑顔で溢れていまし
た。

秋のえっがね祭り　内之浦漁港に海の幸を求めて大集合！

うちのうらロケット祭り花火大会
　8月 15 日、内之浦漁港にて、恒例の「うちのうら
ロケット祭り花火大会」が開催されました。
当日は、飲食ブースが多数出店され、多くの人でに

ぎわいました。お盆休み期間という事もあり、帰省し
た懐かしい仲間との再会を喜ぶ光景が各所で見られま
した。
　20時から始まった花火では、メッセージ花火のほか、
内之浦名物の「一尺玉連続花火」など迫力満点の花火
が次々と打ち上げられると、漁港内のあちこちから大
きな歓声と拍手が湧いていました。

▲敷地の大きい内之浦
漁港では色んな角度
から大迫力の花火を
楽しめます！

▲Hula スタジオ Lopi による可憐なフラダンス ▲生簀からえっがねを豪快に掴んですぐに販売します

▲新鮮な魚が集まる場所は大漁旗が目印
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